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時代を彩った先輩 ―福井中学校・福井高等女学校編―

－ 22 －

特
集

　

ど
こ
の
学
校
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
誇
り
と
す
る
先
輩
が
い
る
。

　

藩
校
以
来
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
母
校
に
も
、
多
く
の
達
人
・
著
名
人
が
い

る
の
は
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
会
員
の
中
に
は
そ
ん
な
人
達
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
り
忘
れ
て

い
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
辺
で
一
度
特
集
し
て
顕

彰
し
て
は
と
の
声
が
編
集
委
員
会
に
も
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
誌
で
は
一
回
目
と
し
て
別
添
「
選
定
に
当
っ
て
」
に
従
っ
て
そ

ん
な
先
人
を
選
定
し
て
み
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
南
部
陽
一
郎
氏
や
映
画

監
督
の
吉
田
喜
重
氏
を
は
じ
め
ご
存
命
の
著
名
人
も
多
く
お
ら
れ
る
が
、
次
回

以
降
に
し
た
い
。

①  福井中学校、福井高等女学校の卒業生とする。
（２～４年修了時に上級学校に進学したり、転校した方を含む）
②すでに故人となられた方とする。
③活躍（出身）分野に片寄りがないように配慮する。
④紙面上30人前後の掲載とする。
⑤選出は本編集委員の合議に依る。

編集委員会

今回の選定に当って

時
代
を
彩
っ
た
先
輩

―
福
井
中
学
校
・
福
井
高
等
女
学
校
編
―



時代を彩った先輩 ―福井中学校・福井高等女学校編―

－ 23 －

ま
つ
お 

で
ん
ぞ
う

松
尾
伝
蔵

❖
一
八
七
二
年（
明
治
五
）〜
一
九
三
六
年（
昭
和
一
一
）

❖
明
治
二
四
年
卒

❖
軍
人

　

福
井
市
手
寄
上
町
生
ま
れ
。
陸
軍
大
佐
、
歩

兵
五
九
連
隊
長
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
出
兵
。
昭
和

九
年
妻
の
兄
で
あ
る
岡
田
啓
介
の
内
閣
総
理
大

臣
秘
書
官
を
拝
命
。
二
・
二
六
事
件
に
遭
遇
し
、

首
相
官
邸
に
て
義
兄
岡
田
啓
介
の
身
代
わ
り
と

な
り
殉
職
。
容
貌
が
岡
田
と
似
て
い
た
た
め
、

反
乱
軍
の
襲
撃
に
対
し
、
松
尾
が
「
い
か
に
も

私
が
岡
田
で
す
」
と
応
え
た
と
い
う
証
言
も
あ

る
。
日
頃
か
ら
万
一
の
場
合
に
は
岡
田
の
身
代

わ
り
に
な
る
覚
悟
で
あ
っ
た
と
い
う
。

お
か
だ 

け
い
す
け

岡
田
啓
介

❖
一
八
六
八
年（
明
治
元
）〜
一
九
五
二
年（
昭
和
二
七
）

❖
明
治
一
七
年
卒

❖
軍
人
・
政
治
家

　

福
井
市
手
寄
町
生
ま
れ
。
福
中
第
一
回
卒
業

生
。
海
軍
兵
学
校
卒
。
海
軍
大
学
水
雷
術
専
科

修
了
。
日
清・日
露
戦
争
に
従
軍
し
、
海
軍
大
将
、

連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
海
軍
大
臣
。
昭
和
九
年

第
三
一
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。
こ
の
と
き
二

度
目
の
夫
人
に
先
立
た
れ
独
身
で
生
活
は
き
わ

め
て
貧
し
か
っ
た
為
、
妹
の
夫
、
松
尾
伝
蔵
大
佐

と
二
人
で
官
邸
に
住
み
込
み
食
事
は
弁
当
で
ま

か
な
っ
て
い
た
。
青
年
将
校
が
中
心
と
な
っ
て
首

相
官
邸
を
襲
っ
た
二・
二
六
事
件
で
高
橋
是
清
と

松
尾
伝
蔵
を
失
い
、
そ
の
責
任
を
と
っ
て
総
辞
職

し
た
。
傷
心
の
な
か
軍
備
縮
小
に
努
め
、
太
平

洋
戦
争
に
反
対
、
和
平
に
尽
力
し
た
。
生
涯
清

貧
で
通
し
た
。
勲
一
等
旭
日
桐
花
大
綬
章
受
章
。

み
た
む
ら 

じ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
田
村
甚
三
郎

❖
一
八
六
七
年（
慶
応
三
）〜
一
九
三
四
年（
昭
和
九
）

❖
明
治
二
二
年
卒

❖
実
業
家
・
政
治
家

　

武
生
町
（
現
越
前
市
）
の
打
刃
物
問
屋
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
東
京
専
門
学
校
（
現
早

稲
田
大
学
）
で
政
治
学
を
学
ぶ
。

　

明
治
三
二
年
福
井
新
聞
、
昭
和
二
年
有
限
責

任
信
用
組
合
武
生
金
庫
（
現
武
生
信
用
金
庫
）、

大
正
元
年
武
岡
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
（
福
井
鉄

道
南
越
線
）
を
設
立
し
た
。

　

福
井
県
会
議
員
を
歴
任
後
、
衆
議
院
議
員
に

二
期
当
選
。
一
八
年
間
無
報
酬
で
武
生
町
長
を

務
め
、
武
生
町
の
近
代
化
に
一
生
を
捧
げ
た
こ

と
か
ら「
近
代
武
生
の
父
」と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、

書
画
、
謡
曲
、
俳
諧
に
通
じ
「
黄
雲
」
と
号
し
、

文
化
人
を
自
宅
に
招
き
句
会
を
催
し
て
い
た
。

お
お
む
ら 

た
く
い
ち

大
村
卓
一

❖
一
八
七
二
年（
明
治
五
）〜
一
九
四
六
年（
昭
和
二
一
）

❖
明
治
二
二
年
卒

❖
鉄
道
官
僚
・
実
業
家

　

明
治
二
九
年
、
札
幌
農
学
校
工
科
卒
。
昭
和

一
〇
年
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
副
総
裁
、
昭
和

一
四
年
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
総
裁
（
〜
一
八

年
）。
退
任
後
し
ば
ら
く
著
述
に
専
念
す
る
が
、

昭
和
二
〇
年
、
満
州
国
大
陸
科
学
院
長
。
同
年

一
一
月
一
七
日
、
満
州
の
通
化
で
中
国
共
産
党
軍

に
南
満
州
鉄
道
総
裁
で
あ
っ
た
こ
と
を
罪
状
と
し

て
抑
留
さ
れ
、
海
竜
県
で
非
業
の
死
を
と
げ
た
。

１２３４５
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